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・ほんだな･･････････････････････････････････････････････････････････････ ７
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も く じ ／通巻154号

　去る令和元年８月３日（土）、九州弁護士会連合会、福岡県弁護士会が主催するシンポ
ジウムが北九州市立男女共同参画センターで開催されました。

　【基調講演】
　「誰ひとり取り残さない防災に向けて」
　　講師　立木　茂雄氏（同志社大学社会学部　教授）
　【パネルディスカッション】
　コーディネーター
　　・岡　直幸弁護士（ゆくはし総合法律事務所）
　パネリスト
　　・林　芳江氏（北九州市障害福祉団体連絡協議会会長）
　　・北九州市危機管理室、地域福祉推進課
　　・藤澤　健児氏（ＮＰＯ法人 ＡＮＧＥＬ ＷＩＮＧＳ）
　　・工藤　舞子弁護士（法テラス福岡法律事務所）

　参加費は無料で、高齢・障害者施設従事者や行政、地域包括支援センター、手話サー
クル等約150名の方が参加されました。
　次の頁では、基調講演、パネルディスカッションの内容をご紹介します。

災害時における在宅高齢者・障害者に対する支援
シンポジウムが開催されました
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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
災
害
時

に
お
け
る
在
宅
の
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
す
る
支
援
に
焦
点
を
当
て
、
今
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
実
践
的
な
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
防
災
の
基
本
的
視

点
と
し
て
、
災
害
は
①
地
震
、
津
波
、

洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
因
と
、

②
社
会
の
脆
弱
性
の
相
関
関
係
で
起
こ

る
も
の
で
あ
り
、
災
害
は
「
社
会
現
象
」

で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
平
時
の
福
祉
の
取
組
み

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
防
災
危
機
管

理
の
取
組
み
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
結
果
、
災
害
発
生
時
の
被
害

が
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
集
中
す
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
平
時
の
取
組

み
と
災
害
時
の
取
組
み
を
切
れ
目
な
く

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
は
、
通
常
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る

が
、
い
っ
た
ん
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に

一
番
効
率
的
で
効
果
的
な
支
援
の
担
い

手
は
、
隣
近
所
に
お
住
い
の
方
々
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
力
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
事
前
に
障
が
い
の
あ
る
方
１

３
１
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
そ

の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

【
災
害
時
に
備
え
て
の
準
備
に
つ
い
て
】

①�

災
害
時
に
誰
に
連
絡
す
る
か
決
ま
っ

て
い
ま
す
か
。

　

は
い　

45
％　

い
い
え　

51
％

②��

災
害
時
に
誰
に
援
助
し
て
も
ら
う
か

決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

　

は
い　

25
％　

い
い
え　

72
％

③�

災
害
時
に
ど
こ
に
避
難
す
る
か
決
め

て
い
ま
す
か
。

　

は
い　

42
％　

い
い
え　

56
％

ま
た
、
い
い
え
と
回
答
さ
れ
た
方
か
ら

次
の
様
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

動
き
回
る
よ
り
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に

留
ま
っ
た
方
が
安
全
。

・
ど
こ
に
避
難
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

・�

避
難
所
が
遠
く
身
体
が
不
自
由
で
行

け
な
い
。
市
内
で
転
居
し
た
際
に
町

内
会
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
連
絡
が

な
い
。

・�

状
況
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
違
っ
て

く
る
。
等

④�

実
際
に
避
難
す
る
場
所
ま
で
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

は
い　

37
％　

い
い
え　

52
％

⑤�

持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
い
ま
す

か
。

　

は
い　

26
％　

い
い
え　

72
％

⑥�

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

は
い　

21
％　

い
い
え　

75
％

⑦�

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
す

る
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
か
。

　

は
い　

57
％　

い
い
え　

34
％

ま
た
、
い
い
え
と
回
答
さ
れ
た
方
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

登
録
す
る
と
ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
知
ら
な
い
。

・
家
族
と
一
緒
に
避
難
し
た
い
。

・
ま
だ
深
刻
に
考
え
て
い
な
い
。

・�

避
難
行
動
支
援
者
の
制
度
を
知
ら
な

い
。
等

基
調
講
演
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【
聴
覚
】

（
情
報
伝
達
）

・
そ
ば
に
通
訳
が
い
な
い
と
不
安
。

・�

聴
覚
障
害
者
は
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
の
で
全
て
に
取
り
残
さ
れ
る
。

【
視
覚
】

（
行
動
の
制
限
）

・�

移
動
が
困
難
な
の
で
、
動
き
や
す
い

場
所
を
確
保
で
き
る
か
心
配
。

・�

避
難
場
所
の
状
況
把
握
と
し
て
、
も

し
避
難
場
所
が
狭
い
、
若
し
く
は
密

集
し
て
い
る
な
ら
移
動
時
に
他
人
の

ス
ペ
ー
ス
、
若
し
く
は
荷
物
等
を
踏

み
荒
ら
し
て
し
ま
わ
な
い
か
不
安
。

【
知
的
・
精
神
・
発
達
・
難
病
】

・�

不
安
に
な
り
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る

と
思
う
。

・�

た
く
さ
ん
の
人
の
中
に
い
ら
れ
る

か
、
障
が
い
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
不
安
。

・�

常
に
生
活
面
で
こ
だ
わ
り
が
あ
り
対

応
が
心
配
。

・�

他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
い
の
で
人
の
中
で
の
生
活
は
不
安
。

・�

長
期
の
避
難
に
な
っ
た
場
合
、
本
人

の
心
身
の
状
態
が
心
配
。

　

基
調
講
演
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
の
状
況
に
つ
い
て
議
論

が
さ
れ
、
北
九
州
市
で
は
福
祉
避
難
所

の
ス
ペ
ー
ス
を
約
４
０
０
名
分
作
っ

て
い
る
こ
と
、
１
３
０
あ
る
市
民
セ
ン

タ
ー
が
福
祉
避
難
所
と
同
じ
く
ら
い
の

能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、
福
祉

避
難
所
に
入
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、

【
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
】

　

避
難
場
所
で
の
生
活
で
、
不
安
な
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
の
問
い
に
対
し
て
の

回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

【
肢
体
】

（
避
難
場
所
の
環
境
）

・�

食
事
や
水
分
摂
取
が
う
ま
く
い
く

の
か
、
オ
ム
ツ
交
換
の
場
所
が
あ
る

か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
臭
い
で
周
囲

の
人
に
嫌
が
ら
れ
な
い
か
。

・�

必
要
な
介
助
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
が
不
安
。

・�

医
療
に
係
る
事
態
で
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
か
不
安
。

・�

常
に
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
心
配
。

（
周
囲
へ
の
配
慮
）

・�

大
声
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
皆
と
過

ご
せ
な
い
又
は
本
人
に
過
度
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
の
避
難
所
が
合
理
的
配
慮
を
し
て

く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

当
事
者
は
福
祉
避
難
所
を
求
め
て
い
る

の
で
は
な
く
、
避
難
し
た
先
で
の
合
理

的
配
慮
の
提
供
を
求
め
て
い
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当
さ
れ
た

方
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
発
達
し
過
ぎ

る
と
地
域
の
互
助
機
能
が
衰
弱
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
力
が
無
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
気
付
く
こ
と
が
で

き
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
こ

と
を
九
州
か
ら
全
国
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

九
州
弁
護
士
会
連
合
会
で
は
「
高
齢

者
・
障
害
者
の
支
援
に
関
す
る
連
絡
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
九
州
各

県
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

障
が
い
の
テ
ー
マ
で
は
平
成
28
年
７

月
に
長
崎
県
で
「
障
害
者
福
祉
に
お
け

る
弁
護
士
の
役
割
と
今
後
の
課
題
」、

ま
た
、
29
年
12
月
に
は
、
沖
縄
で
「
障

が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
と
職
場
に

お
け
る
合
理
的
配
慮
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ
は

未
定
で
す
が
、
令
和
２
年
12
月
５
日
に

宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

お　

知　

ら　

せ

　

第
22
回
障
が
い
者
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　

㏌
海
の
中
道
海
浜
公
園

　

障
が
い
者
が
駅
伝
を
通
し
て
健
康
の

維
持
、増
進
及
び
機
能
の
回
復
を
図
り
、

仲
間
と
の
交
流
や
相
互
理
解
を
深
め

て
、
走
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
体
得
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
日
常
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
。

　

�

※
選
手
の
申
込
み
受
付
は
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

【
主
催
】

　

福
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

【
開
催
日
時
】

　

令
和
２
年
３
月
８
日
（
日
）

　

10
時
30
分
～
14
時

【
会
場
】

　

�

海
の
中
道
海
浜
公
園
・
光
と
風
の
広

場
・
カ
モ
池
沿
路
コ
ー
ス

　

福
岡
市
東
区
大
字
西
戸
崎
18
－
25

【
競
技
方
法
】

　

１
チ
ー
ム
７
名
編
成
（
小
学
５
年
生

以
上
）
で
、
健
常
者
は
２
名
ま
で
参
加

が
で
き
ま
す
。（
健
常
者
が
走
る
区
間

は
、
２
～
４
区
の
み
）

　

一
区
間
約
１
・
５
㎞
×
７
区
で
合
計

タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　

順
位
は
、
申
告
タ
イ
ム
と
の
タ
イ

ム
差
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
優
勝
・
２

位
・
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
は
メ
ダ
ル

及
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
５
位
ま
で
の
チ
ー
ム
を
入
賞

と
し
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
特
別
賞
が
あ
り
ま
す
。
閉
会
式

終
了
後
に
は
、
全
チ
ー
ム
に
記
録
証
が

渡
さ
れ
ま
す
。
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福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

つ
く
る
製
品
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
と
名
付
け
、
そ
の
販

売
や
提
供
を
通
じ
た
収
入
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

去
る
１
月
15
日
（
水
）
か
ら
１
月
19

日
（
日
）
ま
で
の
５
日
間
、「
第
７
回
福

岡
県
『
ま
ご
こ
ろ
製
品
』
大
規
模
販
売

会
」
を
福
岡
三
越
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
内
か
ら
57
の
障
が
い
者
施

設
な
ど
が
出
店
し
、
約
１
３
０
０
種

類
、
６
万
点
以
上
の
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」

が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
販
売
会
に
併
せ
て
、
料
理
研

究
家
に
よ
る
「
料
理
セ
ミ
ナ
ー
」
や
施

設
に
よ
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
博

多
を
代
表
す
る
一
流
料
理
人
が
、
障
が

い
者
施
設
の
新
鮮
野
菜
な
ど
を
使
っ
た

料
理
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
価
格
で
提
供
す
る

「
博
多
食
文
化
の
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ

ン
ト
」
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

　

福
岡
県
庁
地
下
１
階
に
あ
る「
ま
ご

こ
ろ
製
品
」シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
弁
当
、
パ

ン
、
お
菓
子
、
雑
貨
な
ど
の
販
売
と
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
デ
ス
ク
で
は
、
企

業
、
官
公
庁
や
個
人
か
ら
印
刷
、
清
掃
、

各
種
記
念
品
作

成
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
受
付
け
て
い
ま

す
。

【
営
業
時
間
】

　

９
時
00
分
～
18
時
00
分

　
　
（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
シ
ョ
ッ
プ
＆
デ
ス

ク
　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
２-

６
３
２-

７
１
０
０

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
は
、
実
際
に
商
品
を
手
に

取
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
ま
ご
こ
ろ
製

品
を
探
さ
れ
な
が
ら
、
お
買
い
物
を
楽

し
ま
れ
る
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

開　

催　

報　

告

第
７
回
福
岡
県

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
大
規
模
販
売
会

福
岡
県
障
が
い
者
差
別
解
消
推
進

功
績
者
表
彰　

受
彰
者
決
定

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
シ
ョ
ッ
プ
＆

デ
ス
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大規模販売会 会場の様子

受彰者の皆さんとの集合写真

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
及
び
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い

を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
取
組
に
関
し
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め
の
服
作

り
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
鈴
木

綾
」
氏
、
視
覚
障
が
い
や
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
人
が
展
示
等
を
楽
し
め
る
観
覧

ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
て
い

る
「
九
州
国
立
博
物
館
」、
障
が
い
の
あ

る
人
の
理
解
促
進
の
た
め
の
全
社
員
教

育
及
び
塾
生
向
け
講
座
を
開
催
し
た

「
英
進
館
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
」
を
表
彰
し
ま
し
た
。　

　

受
彰
者
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

contents/shougai-sabetukaishou-
hyoushou19.htm

l
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【福岡県からのお知らせ】

４月２日は世界自閉症啓発デー
４月２日から８日は発達障害啓発週間です。

　毎年４月２日は国連が定めた「世界自閉症啓発
デー」です。日本では４月２日から８日を「発達
障害啓発週間」としています。

啓発講演会
■日　時　４月５日（日）13時～ 16時
　　　　　　　　　　　（12時から受付）
■場　所　クローバープラザ
　　　　　アリーナ棟２階大ホール
　　　　　（春日市原町３－１－７）
■内　容
　坂井聡さん（香川大学教育学部特別支援教育
講座教授）による講演「発達障害のある人とのコ
ミュニケーションのトリセツ」
■定　員　500人
■参加費　無料
　　　　　（※事前に申し込みが必要です）
■申込締切　３月19日（木）

《申込・問い合わせ》
福岡県発達障がい者（児）支援センター（福岡地
域）Life
☎ 092-558-1741　FAX 092-558-1742

「障がい」に関する基礎知識や
合理的配慮のポイントをお伝えします！！

　企業・事業所が主催する研修会等に、障がい者
差別解消専門相談員が講師として出向き、「障が
い」に関する基礎知識や合理的配慮のポイントを
お伝えします。

■日時：平日・土日・祝日
　　　　（年末年始を除く）10時から20時まで
■会場：会場の手配、使用料等は、申込者負担
　　　　※会場は、福岡県内限り　※座学形式
■講師派遣費用：交通費の支給や謝礼等、不要

《申込・問い合わせ》
福岡県障がい福祉課社会参加係
☎ 092-643-3264　FAX 092-643-3304
E-mail：shakaisanka@pref.fukuoka.lg.jp

聴覚障がいのある人への
支援者養成講座（予定）

　聴覚障がいのある人への情報提供を支援する
ために必要な知識・技術が習得できる講座を予
定しています。

手話通訳者養成講座
■対　象
　手話検定2級以上に合格しており、日常的に手
話活動をしている県内在住の18歳以上（令和2
年4月1日現在）で、手話通訳者として県内での
活動を希望し、以下の条件を満たす人
　（通訳Ⅰ）手話奉仕員養成講座修了者
　（通訳Ⅱ）上記（通訳Ⅰ）修了者
　（通訳Ⅲ）上記（通訳Ⅰ）、（通訳Ⅱ）修了者
※全講座の8割以上出席できることが条件です
■期　間
　（通訳Ⅰ） 4月開講予定（約6 ヶ月間）
　（通訳Ⅱ）10月開講予定（約6 ヶ月間）
　（通訳Ⅲ） 5月開講予定（実習修了まで）
■場　所　クローバープラザ
　　　　　（春日市原町３－１－７）

※参加費無料（テキスト代別途要）
※要申込（先着順）

《申込・問い合わせ》
福岡県手話の会連合会
☎ 092-584-3649　FAX 092-584-3649

要約筆記者養成講座
■対　象
　県内在住の18歳以上（令和2年4月1日現在）
で、要約筆記者として県内での活動を希望する人
■期　間　5月開講（約8 ヶ月間）
■場　所　クローバープラザ
　　　　　（春日市原町３－１－７）

※参加費無料（テキスト代別途要）
※要申込（先着順）

《申込・問い合わせ》
福岡県聴覚障害者協会　
   ☎  092-582-2414
FAX 092-582-2419

障　が　い　者　福　祉　情　報　154 2020 年２月

―　6　­―



ほんだな
福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っていま
す。

●利用時間　９：００～１７：００　
●休館日　　月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く） 
●貸　　出　図書・ビデオ・ＤＶＤ　合計１０点まで
　　　　　※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
　　　　　※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）
●貸出期間　２週間以内
●問い合わせ先　福祉情報センター　〒816-0804　春日市原町３丁目１番地７

クローバープラザ東棟2階  　　　　　　　　　
　　　　　　　　TEL　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

だけどだいじょうぶ
農中　茂徳　著　出版：石風社

ソーシャルワークマインド
～障害者相談支援の現場から～
山下　香　著　　出版：瀬谷出版

メンタルヘルス問題のある
親の子育てと暮らしへの支援

松宮　透髙　編者　　出版：福村出版

新・おやこ手話じてん
全国早期支援研究協議会　編者

出版：東邦出版

　三池の炭鉱社宅で育った少年が「特別支援」学
校の教員になった。聾学校・養護学校に三〇年間
勤め、「障害」のある子どもたちとくんずほぐれつ
心を通わせていった一教員の実践と思考の軌跡。

　さまざまな障害を抱える人々のために、相談支援
員はどう仕事を進めたらよいか。
　援助技術に基づいた技法、ケース
ワークを通して生み出す社会資源、
コンサルテーションの力などについ
て、多くの事例を通して伝える。

　子ども虐待とその発生要因の一つとされる親の
メンタルヘルス問題との接点に着目し、多領域と
の連携による多様な生活支援の取り組みを具体的
に実践者自身が例示した画期的な書。

　手話言語への入門の第一歩として活用できる手
話辞典。子どもが表現しやすいこと、子どもが見
てイメージしやすいことをポイントに選択した、
幼児の日常会話のほぼ８割をカバーする約1200
語を絵とともに収録。
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発行　福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）

★障がい者福祉制度・施策を満載

　１　手帳制度	 ８　就労

　２　保健・医療・衛生	 ９　まちづくり・ボランティア

　３　日常生活援助	 10　住宅

　４　教育・育成	 11　移動・交通

　５　療育・訓練	 12　教養・余暇・スポーツ

　６　年金・手当	 13　情報・通信・コミュニケーション

　７　税金

★県内における障がい福祉サービスの利用状況等を掲載

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業・地域生活支援促進事業を網羅

　・　相談支援事業	 ・　移動支援事業

　・　意思疎通支援事業	 ・　地域活動支援センター機能強化事業

　・　日常生活用具給付等事業	 ・　その他の事業

★各種相談窓口、施設名簿、地域活動支援センター等を掲載

　�　購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸまた
は郵送でお申込みください。

　　価　格：１部　1,300円（税込）　A4版

　　送　料：２部まで616円（九州内※離島除く）、３部以上５部まで748円
　　　　　 ６部以上及び九州外、離島の送料は、下記へ問い合わせください。

令和２年４月
発行予定

【申し込み・問い合わせ先】
　　　福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　人材・情報課

　　　〒816-0804　春日市原町３-１-７　クローバープラザ東棟２階

　　　ＴＥＬ　092-584-3330　ＦＡＸ　092-584-3319
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